
水 辺 の 生 き 物 保 全 活 動 の た め に 多 様 な 主 体 が 協 働 す る  

プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 作 り に 関 す る ノ ウ ハ ウ  

 

全 国 ブ ラ ッ ク バ ス 防 除 市 民 ネ ッ ト ワ ー ク （ ノ ー バ ス ネ ッ ト ） で は 、 水 辺 の 生

き 物 保 全 を 目 的 に 、 多 様 な 主 体 が 連 携 し て 協 働 す る 場 と し て の プ ラ ッ ト フ ォ ー

ム の 構 築 を 目 指 し て 、2016年 度 か ら 2018年 度 の 3年 間 に わ た り 活 動 し て き ま し た

。こ の 活 動 に つ い て は 2019年 3月 に「 水 辺 を 守 る 仲 間 づ く り 事 例 集 ～ 水 生 生 物 保

全 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を め ざ し て 」 と し て 取 り ま と め て い ま す 。   

も と よ り 、 生 物 多 様 性 保 全 を 促 進 す る た め に 多 様 な 主 体 が 連 携 し て 取 り 組 む

こ と の 重 要 性 は 、生 物 多 様 性 基 本 法（ 平 成 20年 5月 制 定 ）を は じ め 、生 物 多 様 性

地 域 連 携 促 進 法 （ 平 成 22年 1 2月 制 定 ） な ど に 指 摘 さ れ て い ま す が 、 ノ ー バ ス ネ

ッ ト で は 、 3年 間 の 経 験 を 踏 ま え て 、多 様 な 主 体 が 連 携 し て 協 働 す る 際 の ノ ウ ハ

ウ に つ い て 下 記 の と お り ま と め た と こ ろ で す 。 こ の ノ ウ ハ ウ が 生 物 多 様 性 保 全

を 目 指 し て 活 動 す る 方 々 の 参 考 に な れ ば 幸 い で す 。  

水 辺 再 生 へ の 取 り 組 み 方 は 、 そ れ ぞ れ の 地 域 事 情 、 活 動 主 体 、 再 生 目 標 に よ

っ て 様 々 な 活 動 ス タ イ ル が あ り ま す 。 ノ ー バ ス ネ ッ ト で も 、 「 も と も と い た 生

き 物 を で き る 限 り 守 る 」と い う 共 通 の 目 標 を 持 ち 、外 来 生 物 (オ オ ク チ バ ス 、ア

メ リ カ ザ リ ガ ニ な ど )の 防 除 を 含 む 共 通 の 課 題 に 取 り 組 む 仲 間 ど う し が 協 力 し

合 い 、 活 動 が さ ら に 促 進 で き る よ う 、 情 報 交 換 会 や ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 を 今

後 と も 継 続 す る 考 え で す 。  

              

             記  

 

１ ． 多 様 な 主 体 が 連 携 し て 活 動 す る 際 、 事 前 ま た は 活 動 中 に 留 意 す べ き こ と に

関 す る ノ ウ ハ ウ  

・ 実 施 し よ う と し て い る 活 動 に 関 し 、 活 動 に 参 加 す る 団 体 ・ 組 織 が 戦 略 ・ 戦 術

（ つ ま り 目 標 と そ の た め の 手 段 ） を 明 確 に 持 つ こ と 。  

・ そ の た め に 、 地 域 の 事 情 や 保 全 対 象 の 生 物 に つ い て の 正 確 な 情 報 を 把 握 す る

こ と 。  

・ 活 動 は 科 学 的 知 見 を ベ ー ス に 行 う こ と が 大 切 。 そ の た め に は 研 究 者 な ど 専 門

的 知 見 を 有 す る 者 の 参 加 が 必 要 な こ と 。  

・ 活 動 目 標 と 活 動 に 参 加 す る 団 体 ・ 組 織 の 希 望 と を マ ッ チ ン グ さ せ る こ と に 心

が け る 必 要 が あ る こ と 。  

・ 多 彩 な 活 動 内 容 を 計 画 し 、 参 加 す る 団 体 ・ 組 織 が 飽 き な い 工 夫 を す る こ と が

大 事 で あ る こ と 。  

・ 活 動 は 楽 し く 、 無 理 な く 、 満 足 感 ・ 達 成 感 を 感 じ ら れ る 工 夫 が 大 切 で あ る こ

と 。  

・ 活 動 に 参 加 す る 団 体 ・ 組 織 に は ノ ル マ を 課 す と 言 う 考 え 方 で は な く 、 各 自 が

得 意 な こ と を 活 か し て 行 動 で き る よ う に 計 画 し 、 無 理 な く 活 動 す る こ と 。 ま

た 、 チ ー ム で 力 を 合 せ て 活 動 し た 実 感 が 持 て る よ う に す る こ と 。  

・ 活 動 の 結 果 は 、 メ ー リ ン グ リ ス ト や ホ ー ム ペ ー ジ を 通 じ て 速 や か に 活 動 に 参

加 し て い る 団 体 ・ 組 織 間 で 共 有 す る こ と 。  

・ 活 動 の 成 果 は 、 出 版 物 、 論 文 、 報 道 発 表 等 で 公 表 す る な ど 、 成 果 の 可 視 化 に

努 め る こ と 。  

・ 活 動 の 成 功 事 例 を 示 す こ と 。 モ チ ベ ー シ ョ ン を 維 持 す る た め に 最 大 の 効 果 が

あ る 。  

・ 活 動 に 参 加 し て い る 全 て の 団 体 ・ 組 織 は 互 い に 良 き パ ー ト ナ ー 。 お 互 い が 遠



慮 な く 語 り 合 え る こ と が 大 事 。 そ の よ う な 機 会 を 定 期 的 に 持 つ こ と も 必 要 。  

・ 農 業 者 、 漁 業 者 な ど 生 産 者 が 生 産 活 動 の 一 環 と し て 取 り 組 め る よ う な 活 動 を

模 索 す る こ と 。 例 え ば 、 生 物 多 様 性 だ け で な く 、 田 畑 の 生 産 性 や 里 山 本 来 の

経 済 的 価 値 を 高 め る 維 持 管 理 を 模 索 す る 。  

・ 自 分 の フ ィ ー ル ド だ け で 活 動 す る だ け で な く 、 他 の 人 の フ ィ ー ル ド に も 手 伝

い に 行 く こ と で 活 動 の 輪 が 広 が る こ と に 留 意 す る こ と 。  

・ 情 報 交 換 会 、 シ ン ポ ジ ウ ム な ど 地 域 横 断 的 な 活 動 に 参 加 す る こ と 。 そ こ で の

出 会 い か ら 連 携 が 始 ま る こ と が あ る こ と を 大 切 に す る 。  

・ 活 動 規 模 が 大 き く な れ ば 、 活 動 に 参 加 す る 団 体 ・ 組 織 の そ れ ぞ れ が 活 動 プ ロ

グ ラ ム を 策 定 し 、 自 主 的 に 企 画 運 営 し て 連 携 す る 方 式 も 有 効 で あ る こ と 。  

・ 行 政 機 関 と 協 働 す る 場 合 、 働 き か け か ら 決 定 ま で に 時 間 を 要 す る こ と が 多 い

の で 、 余 裕 の あ る ス ケ ジ ュ ー ル を 組 ん で お く 必 要 が あ る こ と 。  

・ 企 業 と の 連 携 に お い て は 、 次 の 状 況 を 把 握 し て 実 施 す る こ と 。  

 ① 企 業 と し て は 会 費 な し 、 ノ ル マ な し 等 の ゆ る い 関 係 だ と 参 画 し や す い 。  

② 企 業 と し て は 活 動 に 行 政 が 参 加 し て い る と 安 心 感 が あ っ て 参 画 し や す い 。  

③ 企 業 と し て は 特 定 の NGOと だ け 連 携 す る の で な く 、 多 く の N GOが 参 画 し て い

る 活 動 だ と 加 わ り や す い 。  

・ 不 測 の 事 態 （ 例 え ば 生 き 物 の 死 亡 、 保 全 の 失 敗 、 人 身 事 故 、 必 要 な 許 可 の 取

り 忘 れ 等 ） が 起 こ っ て し ま う と 、 企 業 イ メ ー ジ の ダ ウ ン に つ な が る の で 、 そ

の 点 に 注 意 深 く 活 動 す る と と も に 、 責 任 体 制 を 整 え て お く こ と 。  

・ 活 動 の 実 施 に は 「 レ ク リ エ ー シ ョ ン 保 険 」 に 加 入 し て お く こ と も 大 切 。  

・ 上 記 の 全 て を 踏 ま え つ つ 、 中 心 と な る 団 体 ・ 組 織 が 強 い 統 率 力 と リ ー ダ ー シ

ッ プ を 発 揮 す る こ と が 必 須 で あ る こ と 。  

・ 駆 除 活 動 の 進 め 方 に つ い て は 次 の 資 料 に 、 活 動 の 取 り 掛 か り 方 、 活 動 の 目 標

の 立 て 方 、 地 域 と の 協 力 関 係 の 作 り 方 、 ど ん な 活 動 メ ニ ュ ー を 作 る と 良 い か

、 活 動 を 続 け る コ ツ 、 活 動 資 金 の 調 達 の 仕 方 、 活 動 実 施 す る 上 で の 注 意 点 、

な ど が 詳 細 に 記 述 さ れ て い る の で 参 考 に で き る こ と 。  

※ 「 市 民 に よ る 水 辺 の 生 き 物 ・ 生 態 系 を 守 る た め の ブ ラ ッ ク バ ス 類 ・ ブ ル ー

ギ ル 防 除 ガ イ ド ブ ッ ク （ NO BASS  GUIDEBOOK  2009） 」 （ 2009年 3月 発 行 ）  

※ 「 外 来 魚 の い な い 水 辺 づ く り 」 （ 2012年 3月 発 行 ）  

 

２ ． 多 様 な 主 体 へ の 参 加 呼 び か け 及 び 活 動 の 普 及 啓 発 に 関 す る ノ ウ ハ ウ  

・ 保 全 の シ ン ボ ル 的 な 存 在 が あ る と 、 「 地 域 の 宝 」 と し て 守 り 伝 え る 生 き 物 、

自 然 、 文 化 と し て 活 動 に 一 体 感 が 醸 成 さ れ 、 活 動 の PR効 果 も 高 い こ と 。  

・ た だ 、 生 物 が 主 人 公 で は 人 の 共 感 は 得 に く い 。 人 は 人 に 共 感 す る の で 、 例 え

ば シ ン ボ ル 的 な 生 き 物 を 守 る 活 動 を 熱 心 に し て い る 人 に 焦 点 を 当 て た PRを 展

開 す る な ど 工 夫 し た 方 が 良 い こ と 。  

・ 農 業 者 、 行 政 機 関 、 地 域 住 民 な ど の 理 解 を 得 る こ と が 活 動 を 継 続 す る コ ツ で

あ る こ と 。  

・ 農 業 者 な ど 生 産 者 と 連 携 し た 活 動 は 、 地 域 の 誇 り ・ 自 信 ・ 自 立 意 識 向 上 に つ

な が り 、 地 域 的 な 広 が り を 持 て る た め 、 継 続 性 も 高 い こ と 。  

・ 小 学 校 ・ 小 学 生 と 協 働 で 行 う よ う な 活 動 は 継 続 性 が 高 い こ と 。 （ 例 ： 小 学 生

に よ る 生 き 物 里 親 制 度 ）  

・ 生 き 物 観 察 会 や 学 習 会 で 地 域 住 民 と の 交 流 を 深 め る こ と に よ っ て 関 心 を 高 め

る こ と が 可 能 な こ と 。  



・ 親 子 を 対 象 に し た イ ベ ン ト は 、 リ ピ ー ト 率 を 高 め る こ と が で き る こ と 。  

・ 定 期 的 な 見 回 り 活 動 な ど へ の 市 民 参 加 を 呼 び か け 、 活 動 へ の 主 体 性 意 識 を 培

う こ と 。  

・ 若 者 の 参 加 を 促 す の に 、 大 学 の サ ー ク ル 、 研 究 室 、 企 業 従 業 員 に ボ ラ ン テ ィ

ア 参 加 し て も ら う こ と も 有 望 で あ る こ と 。  

・ 「 生 物 好 き 」 以 外 に 、 植 樹 活 動 や 里 山 再 生 活 動 な ど の 環 境 保 全 活 動 を し て い

る 人 々 に も 声 を 掛 け る と 効 果 的 な こ と 。  

・ 活 動 の 広 報 に フ ェ イ ス ブ ッ ク な ど SNSを 活 用 す る こ と は 有 効 で あ る こ と 。  

 

３ ． 活 動 に 必 要 な 専 門 的 知 識 及 び 道 具 類 に 関 す る ノ ウ ハ ウ  

・ 活 動 に お い て 失 敗 し た 事 例 は 、 将 来 の 成 功 に つ な が る 貴 重 な 情 報 を 含 ん で お

り 、 良 く 検 討 し 、 継 承 し て い く こ と 。  

・ 安 全 ・ 安 価 で 、 効 果 的 で 、 地 域 の 実 情 に 合 っ た 道 具 等 の 工 夫 ・ 開 発 が 望 ま し

い が 、 誰 に で も で き る 簡 易 な 技 術 が 開 発 で き れ ば 更 に 良 い 。  

・ 環 境 を 復 元 す る た め に は 大 き な 労 力 を 要 す る た め 、 極 力 、 労 力 を 低 減 で き る

観 点 で 技 術 開 発 す る こ と が 重 要 で あ る こ と 。  

・ 駆 除 方 法 に つ い て は 次 の 資 料 に 、 駆 除 前 に 注 意 す べ き 点 、 駆 除 方 法 の 選 択 の

仕 方 、 駆 除 道 具 の 使 用 法 な ど が 詳 細 に 記 述 さ れ て い る の で 参 考 に で き る こ と

。  

※ 「 市 民 に よ る 水 辺 の 生 き 物 ・ 生 態 系 を 守 る た め の ブ ラ ッ ク バ ス 類 ・ ブ ル ー

ギ ル 防 除 ガ イ ド ブ ッ ク （ NO BASS  GUIDEBOOK  2009） 」 （ 2009年 3月 発 行 ）  

※ 「 外 来 魚 の い な い 水 辺 づ く り 」 （ 2012年 3月 発 行 ）  

 

４ ． 活 動 を 継 続 す る た め の 人 的 資 源 ・ 資 金 の 確 保 に 関 す る ノ ウ ハ ウ  

・ 民 間 の 助 成 金 を 獲 得 す る こ と は 大 切 。 初 め の う ち 事 務 処 理 の 多 さ に 戸 惑 う こ

と も あ る か も し れ な い が 、 ど も か く ト ラ イ し て 、 最 初 は 少 額 助 成 金 か ら で も

少 し ず つ 経 験 を 積 み 重 ね る こ と が 大 事 で あ る 。  

・国 が 地 方 自 治 体 向 け に 用 意 し て い る 補 助 金 の 中 に 自 治 体 が N PO法 人 と 協 議 会 を

作 っ た 場 合 に 助 成 対 象 に な る 制 度 も あ り 、 そ れ を 活 用 す る こ と で 規 模 の 大 き

な 活 動 が で き る 可 能 性 が あ る こ と 。  

・ 次 の 資 料 に は 、 水 辺 の 生 き 物 保 全 に 係 る 助 成 金 等 の 情 報 が 掲 載 さ れ て い る の

で 、 活 動 資 金 の 確 保 の 参 考 に で き る こ と 。  

※ 「 水 辺 を 守 る 仲 間 づ く り 事 例 集 」 （ 2019年 3月 発 行 ）  

 


